



















学の 借用 件をめぐり、書院のその時の対応も合め 古院についての共同研究を試みたいという内
































































名が来名され、愛知大学学長はじめ大学側五名霞山会側同名 会食を行なっ その席上、馬氏の大学は次々と会社をつくるのではなく 研究教育 中心であるべきだという発言が印象に残っている。馬氏は中央から上海交通大学へトップとして任命さ てきたことを考えると江沢民後の新政権の考え方が表明さとの印象を受けた。































































































































戦後も中日友好関係を発 させる力になってき こ などを指摘され、今後 日中友好の正常化と恒常化への期待を述べられた。葉教授の発表の中 も、書院を見る日の客観性とそ 後 日 友好と かかわりの中での評価という新しい視点が出された。
このあと隣の交通大経営のレストランで昼食をとり、和気あいあいとした一時を過した。交通大が立派な
レストラン経営をしている点 、大学経営の多元化がすすむ中国 かい間みた感じであった。午後は一一時から再開し筆者の司会でまず問番目に日本側馬場教授による「東原同文関係者の中国革命支








































































写ょ工 2 当 l i の発表会均 （交通大｜円阿古館一階） 。
手前のメインテー プルからみた 11 I火に陣
i伐った参加l背たち。 60人あま りカ｛／ L\lr'i~ した。




























































































くお礼申し上げたい。ま 両教授を支えられた交通大学の陳説教授を じめ盛議、欧七斤、孫捧の諸氏にも厚くお礼申し上げ、今後も相互に研究を深めていけることを期待し い。
東亜同文古院をめぐる上海交通大学との共同研究と「史実共同研究発表会」について69 
